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議
案
番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

市民輝け
いいやま 緑新会       絆

　

議
決
結
果　

山
崎
武
雄

西
澤
一
彦

髙
橋
達
幸

山
﨑
一
郎

髙
澤
富
士
子

吉
越
利
明

岸
田
眞
紀

荻
原
章
一

小
林
喜
美
治

松
本
淳
一

髙
橋
春
三

村
松
正
勝

常
田
徳
子

佐
藤
正
夫

渋
川
芳
三

上
松
永
林

議案等名 会議の
種類

46 飯山市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例

委員会
※原案についての賛否 原案否決

※可否同数
委員長採決○ ● ー ー 長

● ● ー ○ ー ○ ー ー ー ● ー 議
長

本会議
※委員長報告（原案否決）についての賛否

原案否決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 議

長

請願
３

「カリキュラム・オーバーロード」の
改善を求める意見書採択の請願

委員会
※原案についての賛否

不採択
● ● ー ー 長 ● ー ○ ー ○ ー ー ー ● ー 議

長

本会議
※委員長報告（不採択）についての賛否

不採択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 議

長

会派名
・

議員名

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
６
月
27

日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
会
し
、
令
和

７
年
度
補
正
予
算
を
は
じ
め
条
例
案
、
事
件

案
等
24
件
の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
３
件
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
各
常
任
委
員

長
か
ら
、
付
託
さ
れ
た
議
案
お
よ
び
請
願
の

審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６

月

定

例

会

概

要

　　　　　【事件案 8 件】
　　  ◆　令和７年6月定例会で審議された議案等　◆

【補正予算案 3 件】
◆令和 7 年度一般会計補正予算・国民健康保険特別会
　計補正予算・下水道事業会計補正予算

【条例案 2 件】
◆飯山市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
◆飯山市下水道条例等の一部を改正する条例

【事件案 19 件】
◆工事請負契約の締結について
◆議決事項の変更について
◆財産取得について (2 件）
◆富倉辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更に
　ついて
◆専決処分事項の承認を求めることについて
　（令和６年度飯山市一般会計補正予算・各特別会計
　補正予算（7 件）水道事業会計補正予算・下水道事
　業会計補正予算）
　（令和７年度飯山市一般会計補正予算・下水道事業
　会計補正予算）
◆専決処分事項の承認を求めることについて
　（飯山市税条例の一部を改正する条例）

◆専決処分事項の承認を求めることについて
　（工事請負契約の締結について）

【他報告 9 件】
【請願 3 件】
◆義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願
◆さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算
　確保を求める請願
◆カリキュラム・オーバーロードの改善を求める意見
　書採択の請願
▼議員提出

【条例案２件】
◆飯山市議会委員会条例の一部を改正する条例
◆飯山市議会会議規則の一部を改正する規則

【その他 1 件】
◆第82回国民スポーツ大会調査･研究特別委員会の設置

【意見書１件】
◆義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充とともにさら
　なる少人数学級推進と教員増のための予算確保を求
　める意見書

　議案第４６号「飯山市一般職の任期付職員の採用等に関する条例」については、「ある程度職種の制限を
するべき」「制限をかけずに、職員採用の間口は広くしておくべき」「３月定例会で否決された理由への説明が
不十分」などの意見があり、本会議の採決では賛成少数で原案否決となりました。

◆飯山市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（原案否決）

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、﹁
飯
山
市
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
﹂
は
賛
成
少
数
で
原
案
否
決
、
そ
の

他
の
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
、﹁
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
請
願
﹂

﹁
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
員
増

の
た
め
の
教
育
予
算
確
保
を
求
め
る
請

願
﹂は
採
択
、﹁
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

請
願
﹂
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
﹁
飯
山
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
﹂﹁
飯
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
﹂﹁
第
82
回
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
調
査･

研
究
特
別
委
員
会
の
設
置
﹂

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
﹁
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
・
拡
充
と
と
も
に
さ
ら
な
る
少
人
数
学

級
推
進
と
教
員
増
の
た
め
の
予
算
確
保
を
求

め
る
意
見
書
﹂
に
つ
い
て
は
、
採
決
の
結

果
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
、
関
係
行
政
庁

あ
て
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

◇
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
競
技
会
場
視
察

●目的
　第８２回国民スポーツ大会において、飯山市で開催が予定されている、冬季大会スキー   
　競技会及び本大会カヌー競技会（以下「飯山大会」という）について、調査・研究を行う。
●委員
　議長を除く全議員（◎委員長 荻原章一　〇副委員長 山崎武雄）
●調査事項
　１ 飯山大会の運営に関すること
　２ 飯山大会運営及び施設整備等の経費・財源に関すること
　３ 飯山大会終了後の施設後利用及び維持費に関すること
　４ その他飯山大会に関すること

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
管
内
行
政
視
察
報
告

　
５
月
27
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

主
催
で
、
国
ス
ポ
競
技
会
場
と
な
る
市

営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
、
長
峰
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
、
戸
狩
温
泉

ス
キ
ー
場
、
北
竜
湖
特
設
カ
ヌ
ー
ス
プ

リ
ン
ト
会
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
担
当
課
か
ら
施
設
整
備

計
画
の
概
要
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
質

疑
応
答
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
国
ス

ポ
後
の
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
利
活

用
も
含
め
た
適
切
な
整
備
計
画
の
あ
り

方
、
各
競
技
会
場
の
施
設
整
備
や
大
会

運
営
に
か
か
る
財
源
の
確
保
な
ど
多
く

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

大
会
成
功
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
る
よ
う
、
担
当
課
に
要
望
し

ま
し
た
。

市営飯山シャンツェ視察の様子

 第８２回国民スポーツ大会調査 ･ 研究特別委員会を設置
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う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
選
考
に
あ
た
っ
て
選

考
委
員
会
等
の
設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
特
別
職
の
採
用
で
は
な
い
の
で
、
普
通

の
職
員
と
同
様
の
採
用
方
法
と
な
る
。

　
　
必
要
と
す
る
職
種
に
限
定
し
て
条
例

案
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
い
つ
ど
の
よ
う
な
職
種
が
必
要
に
な
る

か
を
前
提
に
、
間
口
を
広
げ
て
お
き
た
い
。

　
　
採
用
に
関
し
て
議
会
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き

な
い
か
。

　
　
一
般
職
員
の
採
用
は
市
長
が
決
定
す

る
こ
と
な
の
で
、
執
行
機
関
で
こ
の
よ
う
な

人
材
を
採
用
し
た
い
と
な
れ
ば
条
例
に
基

づ
い
て
採
用
す
る
。

し
を
お
願
い
す
る
。

　
　
小
さ
い
集
落
等
は
戸
別
合
併
浄
化
槽

に
切
り
替
え
て
い
け
ば
だ
い
ぶ
経
営
状
況

が
変
わ
る
と
思
う
が
。

　
　

下
水
道
管
は
老
朽
化
し
て
い
く
た
め
、

戸
別
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

特
に
高
齢
の
方
々
に
は
、
実
際
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
触
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
各
地

域
に
出
向
い
て
直
接
説
明
会
を
行
う
予
定
。

た
め
の
普
及
啓
発
も
兼
ね
て
い
る
。今
後
も

積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
継
続
し
て
い
く
。

〇
商
工
観
光
課

　
　
【
観
光
施
設
整
備
事
業
】
雪
冷
房
に
つ

い
て
は
以
前
か
ら
視
察
や
試
験
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
今
回
は
し
っ
か
り
勉
強
し
て
短

期
間
で
成
果
を
出
す
こ
と
を
期
待
す
る
が
、

森
の
家
で
の
実
証
試
験
後
の
活
用
予
定
は
。

　
　

今
回
の
実
証
試
験
を
ふ
ま
え
て
、
今

後
の
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

〇
移
住
定
住
推
進
課

　
　
【
住
宅
耐
震
対
策
事
業
】
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
対
象
の
昭
和
56
年
５
月
以
前
の

建
物
に
つ
い
て
、
改
修
は
ど
の
く
ら
い
進

ん
だ
か
。

　
　

市
の
制
度
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
耐

震
改
修
工
事
は
34
戸
。

〇
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
】
保
育
園

の
遮
熱
カ
ー
テ
ン
の
設
置
状
況
は
。

　
　
し
ろ
や
ま
保
育
園
と
い
ず
み
だ
い
保

育
園
は
既
に
設
置
済
み
。
今
回
は
、と
が
り

保
育
園
と
木
島
保
育
園
の
２
園
分
を
計
上

し
た
。状
況
を
見
て
来
年
度
以
降
他
の
園
に

も
購
入
し
た
い
。

〇
選
挙
管
理
員
委
員
会

　
　
【
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
執
行
事
業
】

飯
山
高
校
に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
す
る

経
緯
お
よ
び
開
設
時
間
と
利
用
対
象
者
は
。

　
　

若
年
層
の
投
票
率
向
上
お
よ
び
主
権

者
教
育
の
た
め
、
選
挙
や
政
治
に
参
加
す

る
き
っ
か
け
を
作
り
、
投
票
へ
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
、
飯
山
高
校
と

〇
上
下
水
道
課

　　
将
来
の
人
口
減
を
考
え
た
場
合
、
こ

の
料
金
改
定
に
よ
る
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
事
業
の
効
率
化
に
よ
り
経
費
の
節
減

努
力
を
続
け
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。
現
状
で
は
５
年
に
１
度
、
状
況

に
よ
り
料
金
見
直
し
を
検
討
す
る
予
定
。

　
　
今
回
の
値
上
げ
の
対
象
に
戸
別
合
併

浄
化
槽
も
入
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

物
価
上
昇
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
維

持
管
理
費
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
今

後
は
使
用
料
体
系
を
統
一
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
施
設
と
同
様
に
見
直

〇
商
工
観
光
課

　
　
【
宿
泊
施
設
等
整
備
補
助
事
業
】
令
和

６
年
度
予
算
が
未
執
行
の
理
由
は
。

　
　

補
助
要
綱
に
基
づ
き
申
請
が
あ
っ
た

場
合
に
補
助
金
を
支
出
す
る
が
、
令
和
６

年
度
は
申
請
が
な
か
っ
た
。
今
年
度
は
対
象

と
な
る
改
修
項
目
を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
申

請
し
や
す
く
な
る
よ
う
要
綱
を
見
直
し
た
。

〇
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
高
齢
者
等
玄
関
先
除
雪
支
援
事
業
】

補
正
額
が
当
初
予
算
の
ほ
ぼ
倍
と
な
っ
て

い
る
。
当
初
予
算
額
の
計
上
基
準
は
。

　
　

当
初
予
算
は
過
去
の
実
績
を
考
慮
し

計
上
し
て
い
る
。こ
の
冬
は
降
雪
量
が
多
く
、

前
年
に
比
べ
出
動
回
数
が
大
幅
に
増
え
た
。

〇
森
林
農
地
整
備
課

　
　
【
鳥
獣
対
策
事
業
】
ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
が
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
現
場
で
役
立
つ
よ
う
配

布
数
を
増
や
し
、
そ
の
存
在
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
。

　
　
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
は
「
い
ざ
と
い
う

時
の
備
え
」と
し
て
、活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
各

小
中
学
校
等
に
配
置
し
て
い
る
。６
月
か
ら

は
森
林
農
地
整
備
課
で
支
援
を
し
て
い
る
補

助
事
業
や
財
産
区
委
員
会
の
山
回
り
に
限
っ

て
、各
区
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
ス
プ
レ
ー

の
貸
与
と
爆
竹
の
配
布
を
し
て
お
り
、有
効

な
対
策
が
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

〇
総
務
課

　
　
任
期
付
き
職
員
の
採
用
は
公
募
で
行

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

問

答問

答

予
算
決
算
常
任
委
員
会 予算決算委常任委員会審査の様子

答 問
常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び
意

見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問

答

協
議
し
開
設
す
る
。
生
徒
が
投
票
し
や
す

い
よ
う
学
校
行
事
後
や
授
業
の
状
況
に
合

わ
せ
、
お
昼
前
後
の
時
間
帯
に
限
定
し
て

設
け
る
よ
う
調
整
中
。
投
票
所
は
教
室
に

設
置
す
る
た
め
、
対
象
は
飯
山
市
の
有
権

者
の
生
徒
と
教
職
員
に
限
定
す
る
。

〇
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
自
主
防
災
会
育
成
強
化
事
業
】
自

主
防
災
会
へ
の
補
助
金
の
想
定
申
請
件
数

は
。
活
動
に
対
し
地
元
負
担
は
あ
る
か
。

　
　

当
初
予
算
で
は
20
万
円
を
上
限
に
３

件
を
想
定
し
た
が
、
既
に
３
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。
今
後
の
申
請
に
備
え
て
40
万
円
の

増
額
補
正
予
算
を
計
上
す
る
。
こ
の
補
助

金
は
事
業
費
の
７
割
を
補
助
す
る
も
の
。
３

割
は
地
元
負
担
と
な
る
。

〇
企
画
財
政
課

　
　
【
公
共
交
通
運
行
事
業
】（
仮
称
）い
い

や
ま
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
に
お
け

る
、
高
齢
者
等
の
登
録
想
定
人
数
２
０
０

人
の
根
拠
は
。

　
　

現
在
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
定
期

利
用
し
て
い
る
方
が
お
よ
そ
２
０
０
名
。そ

の
全
員
が(

仮
称
）い
い
や
ま
相
乗
り
タ
ク

シ
ー
に
移
行
し
な
い
と
し
て
も
、新
規
で
登

録
す
る
方
も
含
め
、最
終
的
に
２
０
０
名
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
作
成
等
、
高
齢
者
に
は

利
用
に
関
す
る
不
安
が
あ
る
と
思
う
が
、

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
。

　
　

７
月
の
広
報
飯
山
で
お
知
ら
せ
し
、

そ
の
後
は
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど
、
広
く

市
民
に
行
き
渡
る
よ
う
広
報
活
動
を
行
う
。

産
業
民
生
常
任
委
員
会

答

答

答問 問 答

問

答 問

問答

問

問

答 問

答 答

答 問

議
案
第
53
号　
専
決
処
分
事
項
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和

６
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）】

議
案
第
46
号　
飯
山
市
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
条
例

（
原
案
否
決
）

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〇
総
務
課　

　
タ
イ
ケ
ン
学
園
に
つ
い
て

　
閉
校
４
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

〇
企
画
財
政
課

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
特
別
交
付
税
に
つ
い
て

〇
事
業
戦
略
課

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

〇
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
課

　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
施
設
整
備
及
び

　
財
源
の
見
通
し
等
に
つ
い
て

議
案
第
47
号　
飯
山
市
下
水
道
条
例

等
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
産
業
民
生
常
任
委
員
会

〇
保
健
福
祉
課

　
介
護
保
険
制
度
の
課
題
に
つ
い
て

〇
農
業
政
策
課

　
有
機
農
業
と
慣
行
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

〇
森
林
農
地
整
備
課

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

議
案
第
43
号　
令
和
７
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問答 答 問

問常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

各
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
つ

い
て
担
当
課
に
説
明
を
求
め
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
し
た
項

目
の
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。

上松議長から表彰状の伝達を行いました

　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
・
北
信

越
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
で
の
永
年
在

職
表
彰
に
お
い
て
、
議
員
25
年
以
上
在
職

と
し
て
山
﨑
一
郎
議
員
と
小
林
喜
美
治
議
員

の
２
名
が
、
10
年
以
上
在
職
と
し
て
松
本

淳
一
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
渋
川
芳
三
議
員
と
上
松
議
長
へ
は
、

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
行
政
委
員
長
を

務
め
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会　

　
５
月
21
日
か
ら
23
日
、
徳
島
県
美
馬
市
、

三
好
市
、
鳴
門
市
へ
、
窓
口
Ｄ
Ｘ
書
か
な
い

窓
口
、
廃
校
利
活
用
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

考
え
方
に
基
づ
く
防
災
施
設
に
つ
い
て
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

◆
常
任
委
員
会
管
外
行
政
視
察
報
告

◆
永
年
在
職
表
彰

熊本県天草市議場にて

　
本
市
施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
先
進
地
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

徳島県美馬市役所前にて

◆
産
業
民
生
常
任
委
員
会　

　
５
月
19
日
か
ら
21
日
、
熊
本
県
山
都
町
、

天
草
市
、
阿
蘇
市
へ
、
有
機
農
業
を
核
と

し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興

と
人
材
育
成
、
道
の
駅
を
核
と
し
た
地
域

振
興
に
つ
い
て
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。


